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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日まで）におけるわが国経済は、政府や日本銀

行の各種政策の効果等から企業環境や雇用情勢に改善がみられるなど、景気は緩やかな回復基調となりました。一

方で消費税増税に伴う駆け込み需要の反動の長期化や海外景気の下振れの懸念等もあり、依然として予断を許さな

い状況が続いています。

 このような状況の中で当社グループは理美容事業を中心に企業活動を行ってまいりましたが、消費税増税に伴う

駆け込み需要の反動が引き続き影響し、また同事業において新規に計画しております個人顧客の獲得のための通信

販売の実施についても開始するまでには至っておらず、先行き不透明な状況となっております。

 以上の結果、当第２四半期における業績につきましては、売上高は165百万円（前年同期比29.5％減）、営業損

失は13百万円（前年同期は２百万円の営業損失）、経常損失は27百万円（前年同期は７百万円の経常損失）、四半

期純損失は29百万円（前年同期は16百万円の四半期純損失）となりました。

 セグメント別の業績は次のとおりであります。

①理美容事業

 理美容事業におきましては消費税増税による駆け込み需要の反動が引き続き影響し、当該事業における売上高は

117百万円（前年同期比26.8％減）となりました。

②衛星放送事業 

 衛星放送事業につきましては、平成26年５月31日付における同事業の廃止により、当該事業における売上高は16

百万円（前年同期比56.5％減）となりました。 

③教育コンサルティング事業

 教育コンサルティング事業につきましては、既存のクライアントを維持するに留まっており、当該事業における

売上高は27百万円（前年同期比7.1％増）となりました。

④広告代理事業

 広告代理事業につきましては、広告の制作等様々な視点で顧客の獲得に努めておりますが、期待できる成果を獲

得するには至らず、当該事業における売上高は３百万円（前年同期比64.3％減）となりました。

⑤その他事業

 海外商事事業及びその他事業につきましては、理美容関連商品に用いる容器販売の仲介業務を行っております

が、事業としては低調なものに留まっており、当該事業における売上高は０百万円（前年同期比14.1％増）となり

ました。 

 

（２）財政状態に関する説明

＜財政状態の分析＞

 当第２四半期連結会計期間末は、流動資産123百万円（前連結会計年度末比26.2％減）、固定資産123百万円（同

9.8％減）、流動負債93百万円（同19.6％減）、固定負債16百万円（同20.3％減）、純資産合計137百万円（同

18.1％減）となり、総資産は247百万円（同18.8％減）となりました。

＜キャッシュ・フローの状況＞

 当第２四半期連結累計期間は、税金等調整前四半期純損失が27百万円で仕入債務の減少が22百万円あったこと等

から、営業活動によるキャッシュ・フローは18百万円の減少となりました。投資活動によるキャッシュ・フローに

つきましては、敷金の差入による支出等により０百万円の減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フロー

につきましては、長期借入金の返済により、３百万円の減少となりました。

 以上の要因によりまして、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は86百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年５月23日の「持分法適用会社における事業の一部譲受及び業績予想の修正に関するお知らせ」で公表い

たしました連結業績予想から修正しております。詳細につきましては、平成26年10月24日に公表いたしました「営

業外損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度においてマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しておりましたが、当第２

四半期連結累計期間においては、営業損失13百万円及び営業キャッシュ・フロー△18百万円を計上しております。

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく策定した平成26年度の事業計画に沿って、引

き続き収益体質の改善をするための対応策を講じて参ります。具体的には、理美容事業における個人顧客開拓のた

めの通信販売実施が遅れておりますが、当該通信販売の実施を早期に開始することにより売上及び利益の拡大を目

指して参ります。

 財務面につきましては自己資本比率が24.8％となり、引き続き財務内容を改善していく必要性について認識して

おります。当社が財務内容を改善していく方策としては、当社グループの主要各事業（理美容事業、広告代理事

業）の営業収益の拡大を重視しており、事業計画を達成できるよう慎重且つ大胆に各事業の収益体質の改善に注力

して参ります。

 しかしながら、理美容事業における活動を中心とする対策は受注動向や経済環境によって影響を受ける可能性が

あるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められると判断しております。

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 109,467 86,372 

受取手形及び売掛金 52,238 31,257 

たな卸資産 1,998 2,294 

その他 4,717 4,301 

貸倒引当金 △522 △312 

流動資産合計 167,899 123,914 

固定資産    

有形固定資産    

土地 26,378 26,378 

その他 584 518 

有形固定資産合計 26,962 26,896 

無形固定資産 152 104 

投資その他の資産    

関係会社株式 101,696 87,886 

その他 8,662 9,089 

投資その他の資産合計 110,358 96,975 

固定資産合計 137,473 123,976 

資産合計 305,372 247,890 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 90,262 67,508 

1年内返済予定の長期借入金 6,942 6,252 

未払法人税等 4,121 3,113 

賞与引当金 1,680 1,560 

その他 13,572 15,262 

流動負債合計 116,577 93,697 

固定負債    

長期借入金 16,135 13,009 

その他 4,838 3,714 

固定負債合計 20,973 16,723 

負債合計 137,551 110,420 

純資産の部    

株主資本    

資本金 875,196 875,196 

資本剰余金 436,864 436,864 

利益剰余金 △1,222,086 △1,251,909 

自己株式 △92 △92 

株主資本合計 89,881 60,058 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 1,943 1,414 

その他の包括利益累計額合計 1,943 1,414 

新株予約権 75,997 75,997 

純資産合計 167,821 137,469 

負債純資産合計 305,372 247,890 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 235,333 165,925 

売上原価 142,952 92,574 

売上総利益 92,380 73,351 

販売費及び一般管理費 94,805 86,921 

営業損失（△） △2,424 △13,570 

営業外収益    

受取利息 38 13 

受取配当金 4 4 

貸倒引当金戻入額 32 209 

為替差益 － 8 

雑収入 34 4 

営業外収益合計 109 239 

営業外費用    

支払利息 402 315 

為替差損 486 － 

持分法による投資損失 4,146 13,810 

雑損失 0 1 

営業外費用合計 5,035 14,127 

経常損失（△） △7,351 △27,458 

特別損失    

減損損失 440 － 

特別損失合計 440 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △7,791 △27,458 

法人税等 8,432 2,364 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △16,223 △29,822 

四半期純損失（△） △16,223 △29,822 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △16,223 △29,822 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 978 △528 

その他の包括利益合計 978 △528 

四半期包括利益 △15,244 △30,351 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △15,244 △30,351 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △7,791 △27,458 

減価償却費 530 92 

減損損失 440 － 

のれん償却額 189 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 △209 

賞与引当金の増減額（△は減少） △60 △120 

受取利息及び受取配当金 △42 △17 

支払利息 402 315 

持分法による投資損益（△は益） 4,146 13,810 

売上債権の増減額（△は増加） 2,817 20,980 

たな卸資産の増減額（△は増加） △192 △295 

仕入債務の増減額（△は減少） △27,280 △22,753 

その他 △1,184 1,335 

小計 △28,057 △14,319 

利息及び配当金の受取額 41 17 

利息の支払額 △404 △315 

法人税等の支払額 △5,516 △3,619 

営業活動によるキャッシュ・フロー △33,936 △18,237 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

貸付金の回収による収入 1,055 － 

敷金の差入による支出 － △2,695 

敷金及び保証金の回収による収入 － 2,114 

その他 136 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,191 △581 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △5,196 △3,816 

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,196 △3,816 

現金及び現金同等物に係る換算差額 664 △460 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37,276 △23,094 

現金及び現金同等物の期首残高 167,459 109,467 

現金及び現金同等物の四半期末残高 130,182 86,372 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、前連結会計年度においてマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しておりましたが、当第２四

半期連結累計期間においては、営業損失13,570千円及び営業キャッシュ・フロー△18,237千円を計上しております。

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく策定した平成26年度の事業計画に沿って、引き

続き収益体質の改善をするための対応策を講じて参ります。具体的には、理美容事業における個人顧客開拓のための

通信販売実施が遅れておりますが、当該通信販売の実施を早期に開始することにより売上及び利益の拡大を目指して

参ります。

 財務面につきましては自己資本比率が24.8％となり、引き続き財務内容を改善していく必要性について認識してお

ります。当社が財務内容を改善していく方策としては、当社グループの主要各事業（理美容事業、広告代理事業）の

営業収益の拡大を重視しており、事業計画を達成できるよう慎重且つ大胆に各事業の収益体質の改善に注力して参り

ます。

 しかしながら、理美容事業における活動を中心とする対策は受注動向や経済環境によって影響を受ける可能性があ

るため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められると判断しております。

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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